
 

R5決算
R6現計

予算額
R6決算

R6決算－

R6現計予算
R5決算

R6現計

予算額
R6決算

R6決算－

R6現計予算

01款 国民健康保険税 6,290,730 6,227,482 6,280,751 53,269 01款 総務費 474,168 509,575 494,503 △ 15,072

02款 一部負担金 0 2 0 △ 2 22,698,761 22,544,844 22,167,753 △ 377,091

03款 国庫支出金 1,343 4,740 4,740 0 9,235,426 8,908,735 8,908,733 △ 2

23,166,457 23,235,151 22,836,428 △ 398,723

(県支出金のうち普通交付金) 22,574,129 22,538,425 22,123,409 △ 415,016

497 1,038 989 △ 49 0 1 0 △ 1

3,469,536 2,885,461 2,859,535 △ 25,926 211,128 256,522 210,257 △ 46,265

1,086,527 488,447 488,447 0 497 1,045 989 △ 56

9,658 3,036 3,036 0 0 2 0 △ 2

126,631 121,315 125,542 4,227 101,835 113,421 88,330 △ 25,091

09款 市債 0 1 0 △ 1 0 144,081 △ 144,081

33,064,852 32,478,226 32,111,021 △ 367,205 32,721,816 32,478,226 31,870,565 △ 607,661

343,036 240,456

歳入合計　Ａ

07款 繰越金

08款 諸収入 09款 諸支出金

10款　予備費

歳出合計　Ｂ

08款 公債費

07款 積立金

06款 保健事業費

05款 財政安定化基金拠出金

04款 共同事業拠出金

04款 県支出金

05款 財産収入

06款 繰入金

03款 納付金

02款 保険給付費

歳出科目

1 0 0 0

（繰入金のうち基金分）

　　形式収支（Ａ－Ｂ）

歳入科目

○被保険者数の推移 ○決算剰余金の処分

　国民健康保険基金への積立　 　　 240,000千円

　翌年度繰越額　　　　 　     　 456千円

○1人あたり納付金(医療費等)の推移 ○基金残高

　R5年度決算剰余金処分後残高 1,138,537千円

　R6年度決算剰余金処分後残高 891,079千円

※納付金算定時の数値

○国保税の推移

R5 R6 R7(見込)

6,290,730千円 6,280,751千円 6,811,449千円

R5 R6 R7

167,347円/人 172,621円/人 175,789円/人

R5 R6 R7(見込)

65,013人 63,335人 60,748人

 

  

国 民 健 康 保 険 課 

 

令和６年度国民健康保険特別会計決算報告 

 

１ 決算報告 

   令和６年度は、歳入は予算見込みを上回る国保税収入などとともに、歳出は予備

費の減等により、形式収支は約 2.4 億円の黒字となった。 

  しかし、国保税収入については所得増加の一方で被保険者数の減に伴い減少して

おり（R5 年度比△9,979 千円）、また、1 人あたり納付金の増（R5 年度比＋5,274 円）

等により、基金残高の約 11.4 億円から約 4.9 億円を繰入れするとともに、決算後の

形式収支の 2.4 億円の基金積立てを行ったが、基金残高は約 8.9 億円となり減額と

なった。 

 

(1) 令和６年度決算総括表 

（単位 千円） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R5 年度比＋5,274 円 

報告事項エ 



 

令和 6 年度 収納率 95.95％設定 

区     分 税率① 標準保険料率② 差引(②-①) 

医療給付費分 
（基礎課税額） 

応能割 所得割 6.80％ 6.52％ △0.28％ 

応益割 
均等割 24,600 円 28,365 円 3,765 円 

平等割 16,800 円 18,977 円 2,177 円 

後期支援金分 
応能割 所得割 2.50％ 2.83% 0.33％ 

応益割 均等割 13,200 円 17,345 円 4,145 円 

介護納付金分 
（40 歳～64 歳） 

応能割 所得割 2.50％ 2.47％ △0.03％ 

応益割 均等割 15,600 円 18,298 円 2,698 円 

令和 7 年度 収納率 96％設定 

区     分 税率① 標準保険料率② 差引(②-①) 

医療給付費分 
（基礎課税額） 

応能割 所得割 7.00％ 7.05％ 0.05％ 

応益割 
均等割 29,000 円 30,068 円 1,068 円 

平等割 19,400 円 20,305 円 905 円 

後期支援金分 

応能割 所得割 3.10％ 2.87% △0.23％ 

応益割 
均等割 12,600 円 12,055 円 △545 円 

平等割 8,400 8,141 △259 円 

介護納付金分 
（40 歳～64 歳） 

応能割 所得割 2.50％ 2.32％ △0.18％ 

応益割 
均等割 12,200 円 11,777 円 △423 円 

平等割 6,200 円 5,898 円 △302 

 

(2) 国保特会基金残高   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度の基金残高は、対前年度比では所得増加により国保税収入の減が抑

制されたこと、また、被保険者数の減少による納付金の減等により、減額幅は縮

小しているものの、税率改正時の見込残高と同程度まで減少している。 

令和７年度税率改正後の収支見込では、改正税率の運用期間である令和９年度

までは基金を維持できるものと見込んでいるが、令和９年度には３億円を下回る

厳しい推計となっていることから、引き続き収支状況のバランスを注視しながら、

国県補助金の積極的な確保や被保険者の積極的な健診受診の勧奨など、総合的な

視点で健全な財政運営に努めていきたい。 

 

（参考）保険料率の推移 

 

 

コロナ禍 


